
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2013

11月19日㈫、「保健・医療・福祉研究会」の施設見学研修として、社会福祉法人 協同福祉会 特別養護老人ホーム「あす
なら苑」（奈良県大和郡山市）を訪問。研究会メンバー6名と会員生協から4名、事務局3名の計13名が参加。「あすなら苑」
サロンにて、村城 正 理事長より「あすなら10の基本ケア」に基づき実践されている介護を学びました。（関連記事P.3）

特別養護老人ホーム あすなら苑 檜風呂の洗い場に畳を敷き、利用者と介護職員が会話しなが
ら入浴（あすならホーム櫟本）
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「
高
知
か
ら
蒸
気
船
に
乗
っ
て
海
路
神
戸
へ

向
か
っ
た
。
私
は
瀬
戸
内
海
の
海
上
か
ら
六
甲

山
の
禿
山
を
見
て
び
っ
く
り
し
た
。
は
じ
め
は

雪
が
積
も
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
」

御
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は

「
日
本
の
植
物
学
の
父
」
牧
野
富
太
郎
博
士
の

随
想
「
東
京
へ
の
初
旅
」
の
一
節
で
、
明
治

十
四
年
当
時
の
六
甲
山
は
、
緑
豊
か
な
現
在
か

ら
は
想
像
が
で
き
な
い
ほ
ど
荒
涼
と
し
た
景
観

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
の
荒
廃
が
昭
和
十
三
年
の
大
水
害

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
っ
た
こ
と
も
よ
く
知

ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
災
害
を
再
び
く
り
返

す
ま
い
と
治
山
や
砂
防
工
事
な
ど
で
永
々
と
植

栽
が
行
わ
れ
た
結
果
、
現
在
の
緑
豊
か
な
六
甲

山
の
姿
に
な
っ
て
い
ま
す
。

十
一
月
四
日
、
こ
の
六
甲
山
に
あ
る
神
戸
市

立
森
林
植
物
園
で
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り

二
〇
一
三
」
が
開
催
さ
れ
、
五
千
人
を
超
え
る

多
く
の
皆
さ
ん
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
ま
つ
り
」
は
、
兵
庫
県
・
開
催
地
市

町
・
兵
庫
県
緑
化
推
進
協
会
が
主
催
、
当
連
合

会
は
後
援
者
と
し
て
毎
年
こ
の
時
期
に
県
下
で

選
定
さ
れ
た
市
町
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
催
の
歴
史
は
古
く
、
第
一
回
は
昭
和

三
十
一
年
に
姫
路
市
の
手
柄
山
で
、「
緑
化
大

会
」
の
名
称
で
、
ま
さ
し
く
禿
山
・
荒
廃
し
た

森
林
の
復
旧
を
テ
ー
マ
に
林
業
関
係
者
の
行
事

と
し
て
開
催
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
が
、
今

回
は
通
算
で
五
十
七
回
目
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
名
称
に
な
っ
て
か
ら
は
第
六
回
を
数

え
、
森
林
の
復
旧
の
み
で
は
な
く
、
森
や
緑
は

「
県
民
共
通
の
財
産
」
と
の
認
識
の
も
と
、
森

に
親
し
み
、
森
を
育
て
る
大
切
さ
を
体
験
・
実

践
す
る
活
動
の
輪
が
拡
が
る
契
機
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
産
業
と
し
て
の
林
業
の
分
野
で
は
、

県
産
材
の
利
用
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
、
公

共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
や
木
材
利
用
ポ

イ
ン
ト
制
度
に
よ
る
取
り
組
み
に
加
え
て
、
昨

年
七
月
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買

取
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
か
ら
、「
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」
の
燃
料
と
し
て
林
地
残
材

等
を
利
用
し
て
い
く
新
た
な
取
り
組
み
に
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
森
林
組
合
系
統

と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
こ
う
し
た
「
多
様
で
健
全
な
森

づ
く
り
」
と
「
産
業
と
し
て
の
力
強
い
林
業
の

再
生
」
を
両
輪
と
す
る
森
林
組
合
系
統
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

兵庫県森林組合連合会　専務理事

上原　利信
（うえはら・としのぶ）

森に親しみ
　　森を育てる
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11月19日㈫、「保健・医療・福祉研究会」の施設見
学研修として、社会福祉法人 協同福祉会 特別養護老
人ホーム「あすなら苑」（奈良県大和郡山市）を訪問。
今後の事業展開の参考にさせていただくことを目的に、

「保健・医療・福祉研究会」メンバー 6 名と会員生協
から 4 名、事務局 3 名の計13名が参加しました。90年
度より発足した「保健・医療・福祉研究会」では、生
協における介護事業についての学習や情報交換を重ね
ています。

今回の見学研修では協同福祉会 理事長 村城 正 様
から、「あすなら苑」の「10の基本ケア」（①換気をす
る②床に足をつけて座る③トイレに座る④温かい食事
をする⑤家庭浴に入る⑥座って会話をする⑦町内にお
でかけをする⑧夢中になれることをする⑨ケア会議を
する⑩ターミナルケアをする）に基づいたサポートを
実践されているお話をうかがい、各事業所のみなさま
にご案内いただきました。ケアする側にとって都合の

いい介護ではなく、すべての生活動作の基本である「座
位を保つ」ことをサポート。車イスから食卓への座り
替えやエプロンを使わない食事、機械浴ではない普通
のお風呂に入ること、また紙おむつを使用せずトイレ
に座ることで筋力を保つことなど、普通の暮らしを全
うすることを大切にされているきめ細やかなサポート
体制にメンバーは感銘を受けました。

参加者からは、「地域包括ケアの“奈良県モデルを
作る”という情熱に感動しました」「介護の目的・本
質は何かについて、
毎日の介護実践の
なかにおける一つ
ひとつの意味につ
いての理解が深ま
りました」などの
意見が寄せられま
した。

第16回　「監事研修会」を開催
兵庫県・兵庫県生協連 共催

11月7日㈭、兵庫県民会館において兵庫県・兵庫県生協連共
催による「監事研修会」を開催。この研修会は、生協運営の健
全な発展に果たすべき監事の役割と監査の実務のあり方を学び、
今後も健全な生協運営を実施していただく一助にと計画したも
ので、当日は17生協から29名が参加しました。

はじめに、兵庫県健康福祉部生活消費局消費生活課 課長補佐 
西谷美貴氏より「監事の役割と指導検査で見受けられる問題点」と題し、生協法の改正と監事の役割、監事
の主な義務や権限、運営面・経理面での指導検査での問題点について講演をいただきました。

次に「決算書の見方と監査のポイント〜監査の基本から〜」と題して、税理士・公認会計士（兵庫県生協
専門検査員）　藤田隆大氏より、監査の基本、決算書の見方、勘定科目別監査のポイントなどについてご講演
いただきました。参加した役職員・監事からは、「指摘事項の事例など、監事が監査を行う視点から講義が聞
けたので実務者の重点箇所が分かってよかった」「平素からの適正な業務が必要であると認識しました」など
の感想が寄せられ、監事監査に対する関心の高さが感じられました。

保健・医療・福祉研究会　施設見学研修を開催
〜ふつうの暮らしを、いつまでも〜「10の基本ケア」を大切に

2014年度 兵庫県生協連
第 9 回 新春トップセミナーのご案内

■開催日時：2014年 1月11日（土）14時〜17時
■スケジュール：
　

▲

14時〜15時15分
　　記念講演会（トップセミナー）　県民会館10階「福」
　

▲

15時30分〜17時
　　賀詞交換会 県民会館　7階「鶴」
■参加対象：会員生協・団体 理事長、常勤（非常勤）理事、
　　　　　　監事、職員、兵庫県生協連 理事・監事
■定　　員：80名
■参 加 費：お一人　3,000円

記念講演：

『最近の金融・経済情勢と
私たち国民の生活への影響について
〜全国の景気と兵庫の地域経済への
　つながりについて』
講　師：日本銀行神戸支店長　鉢村 健氏
参加申込み・お問い合せ：
兵庫県生協連　TEL 078-391-8634

テレビ電話で在宅の利用者の安否を確認
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「第2回 兵協連医療生協部会 研修会」を開催

兵協連「第 3 回東日本被災地支援活動」報告

11月5日㈫ 14時00分〜16時30分、兵庫県民会館において「医療生協部会 研修会」を開催しました。こ
の研修会は、医療生協が組合員の健康づくりのための食生活の現状を学ぶために実施され、8医療生協の役職
員、事務局あわせて13名が参加しました。研修会は、近畿農政局神戸地域センター 消費・安全グループ 統
括農畜産安全管理官 中井 孝志氏と 主任農畜産安全管理官 曽我部 紫 氏を講師に「日本型食生活の実践につ
いて〜食事バランスガイドを用いて〜」をテーマに分かりやすくお話をいただきました。参加者からは「若
者の食事の現状に驚きました」「医療生協の健康づくりに役立てたい」「楽しく、バランスよく、が大切とい
うことがよく分かった」などの感想が寄せられ、食べることの大切さと、その簡単な実践方法がよく分かる
有意義な研修会となりました。

11月13日㈬ 13時30分〜17時00分、兵庫県民会館において
「TPP」をテーマに「共済生協部会研修会」を開催。兵庫県、
共済生協の役職員、事務局あわせて17名が参加しました。この
研修会は、TPP の成り立ちと広域経済連携の推移について学ぶ
ため実施され、日本生協連総合運営本部政策企画部 三谷 和央 
氏を講師に「TPP 交渉 広域経済連携」について、また、コー
プ共済連経営企画部 田中 大介 氏を講師に「TPP 交渉 共済へ
の影響」についてお話をいただきました。参加者からは「TPP
全般について理解できました」「生協は厚生労働省、JA 共済は農水省と共済を所管する省庁が分かれているため、
TPP 交渉における共済制度維持のための政府への働きかけがまとまっていないことが不安です。また、国内
の共済事業者の団結した行動も必要だと思います」などの感想が寄せられました。

この研修会では、共済事業を取り巻く環境が厳しさを増すなかで、自信を持って事業推進していけるよう、
改めて「組合員にとって安心できる共済とは何なのか」を考える機会となりました。

兵庫県生協連では、11月1日㈮〜2日㈯、宮城県山元町での支援活動に、
コープ自然派兵庫 岸本 圭司さん、阪神医療生協 佐藤 幸子さん、神戸市民
生協 藤光 忠男さん、兵庫県生協連 濱田 昌文の4名が参加しました。

1日夜、「みやぎ虹の架け橋復興支援センター」到着。15人の医学生のみ
なさんと合流し、翌日の支援活動についての打ち合わせのあと「被災地支
援2年間の取り組み」DVD を鑑賞、これまでの支援活動について学びました。

2日朝、旧 JR 山下駅、新しい防潮堤、中浜小学校を視察。午前中は4人
が分散し、「みやぎ県南医療生協」のみなさんや医学生の方々と一緒に、健康チェックや体操、脳トレゲーム
などで、山石原仮設住宅、坂元老人憩いの家での支援活動を行いました。午後
も山元町花釜地区の被災者宅に支援者が集合したあと、被災者宅での健康チェッ
クと茶話会、災害公営住宅集会所での健康チェックと茶話会に4人が分散して
活動しました。また、神戸市民生協の藤光 忠男さんが、神戸の「NPO 法人ニィ
ティ」が作成した絵手紙のタペストリーを被災者の吉野様宅へ寄贈。「タペス
トリーが、みんなの心を癒してくれます」と感謝の言葉をいただきました。

参加者からは、「中浜小学校では、リーダーの判断が大勢の命を救ったとい
うことに感銘を受けました」「津波から逃げる時、『命さえあればなんとかなる！』
と家族を急がせた被災者の言葉には、説得力がありました」「仮設住宅で“戸
別訪問禁止”と張り紙がしてあり、歯がゆく思いました」「『閉じこもって話を
しないので、話すことに障害が出る人が出始めている』ということを聞いて、
衝撃でした」などの報告が寄せられました。これからも被災地での経験を多く
の方々に伝えながら、次年度の支援活動につなげていきます。

「第2回 兵協連共済生協部会 研修会」を開催

脳トレでは、みなさんの笑顔が見えます

神戸から絵手紙のタペストリー
を贈呈

吉野様宅の前で支援者とともに
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9
月
25
日
㈬
、
ろ
っ
ぽ
う
診
療
所
近
く

の
新
田
地
区
公
民
館
で
、
支
部
活
動
交
流

集
会
を
行
い
、
34
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

宝
塚
医
療
生
協
の
職
員
・
組
合
員
さ
ん
を

お
招
き
し
て
、
診
療
圏
か
ら
遠
い
支
部
の

活
発
な
活
動
を
中
心
に
、
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
診
療
圏
か
ら
遠
い
支

部
で
組
合
員
を
増
や
す
に
は
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
中
心
に
考
え
た
。
ま
ず
同

じ
趣
味
の
人
が
集
ま
っ
て
班
を
作
る
。
そ

れ
か
ら
医
療
生
協
の
活
動
に
つ
な
げ
る
。」

前
組
合
員
活
動
委
員
長
の
池
田
さ
ん
の
お

話
に
、皆
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

た
じ
ま
医
療
生
協
か
ら
は
、
最
近
発
足
し

た
班
の
活
動
を
中
心
に
発
表
し
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
宝
塚
医
療
生
協
の
「
助

け
合
い
1
1
0
番
」
に
つ
い
て
や
、「
た

ま
り
場
」
の
運
営
方
法
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
質
問
が
出
て
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
答
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
今
度
は
ぜ
ひ
宝
塚
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
こ
の
交
流
集
会

を
活
か
し
て
充
実
さ
せ
た
、
た
じ
ま
の
活

動
を
発
表
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

�

（
通
信
員
　
春
木
圭
介
）

甲
南
大
学
5
号
館Café Pensée

が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、営
業
再
開
に
先
立
ち
、

9
月
21
日
に
新
し
いCafé Pensée
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

主
催
者
と
し
て
生
協
理
事
長
挨
拶
に
続

き
、
学
園
理
事
長
、
副
理
事
長
、
学
長
、

副
学
長
他
多
く
の
来
賓
に
も
ご
出
席
頂

き
、
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

本
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
経
営
学
部
西
村

研
究
室
に
よ
る
「
甲
南
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ

ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
の
名
称
発
表
」
及
び
、
甲

南
平
生
塾
の
塾
生
に
よ
る
「
学
内
カ
フ
ェ

の
過
ご
し
方
提
案
」「
企
画
提
案
」の
発
表
、

生
協
職
員
に
よ
る
「
学
友
会
館
に
お
け
る

新
し
い
食
の
提
案
」
の
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。学

生
委
員
会
、
自
治
会
、
文
化
会
、
体

育
会
等
の
学
生
団
体
か
ら
の
出
席
も
合
わ

せ
て
約
1
0
0
名
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
は

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
パ
ン
セ
の
メ
ニ
ュ
ー
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
ま
れ
変
わ
っ
たCafé Pensée

で
は
、

ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
か
ら
ブ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

ま
で
様
々
な
空
間
が
存
在
し
新
し
い
発
見

と
知
の
空
間
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

�
（
通
信
員
　
中
谷
満
子
）

カ
フ
ェ 

パ
ン
セ

「C
afé Pensée 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た

甲
南
大
学
生
活
協
同
組
合

強
化
月
間
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
企
画

た
じ
ま
医
療
生
活
協
同
組
合
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兵庫県水産振興基金Ｊ
Ｆ JA 全農兵庫Ｊ

Ａ

神戸プレジールで行われた
EU輸出に向けての調印式

淡路市で「かいぼり」はじまる！
〜10月には2つの池を作業〜

EU（欧州連合）全域に販路をもつモナコ食肉
卸商社のジラウディ社のエルミーニョ会長とリカ
ルド社長が、このほど全農兵庫県本部直営レスト
ラン「神戸プレジール」に来店し、神戸ビーフの
EU 輸出に向けて同レストラン内で「神戸肉流通
推進協議会」（事務局：全農兵庫県本部）への加
盟に調印しました。

神戸ビーフを取り扱うためには、畜産農家・販
売業者などで構成される神戸肉流通推進協議会に
加盟することが必要であり、調印後には加盟店の
印である神戸ビーフの盾が、同協議会の平井副会
長からエルミーニョ会長に手渡されました。ジラ
ウディ社が加盟を受け、EU の輸出手続きが完了
次第、神戸ビーフがジラウディ社を通じて EU 全
域に販売することが可能となります。

調印後には、神戸プレジールで神戸ビーフの
サーロイン・フィレ・イチボ・ミスジ・ラムシン
の各部位の鉄板焼き特別料理を味わい、「これま
で食べたどの肉よりもおいしい。この神戸ビーフ
のおいしさを EU 全域に伝えたい」と話しました。

神戸ビーフが EU に進出することで、さらにブ
ランド価値が高ま
ることが期待され
ます。

なお、神戸ビー
フは昨年 2 月以降、
マカオ・香港・タ
イ・アメリカ・シ
ンガポールの 5 カ
国に輸出されてい
ます。

JF森（森 義政組合長）とJF仮屋（岡田 光司組合長）
が農業者と協働し、平成20年度からはじめている“か

いぼり”。ため池の栄養を
海へ流すことはもちろん、
貯水量増加や堰堤のメンテ
ナンスのほか、外来魚の駆
除も行え、農業のみならず
防災や環境面の効果でも注
目されています。

今年は、10月 9 日㈬に淡路市釜口の「奈良町池」で
行った後、10月24日㈭は同市久留麻の「新池」で行わ
れ、JF 森・仮屋の漁業者や地元農業者ら約70名が作
業に汗を流しました。関係者によると24日の新池は、
約30年ぶりのかいぼりとのことでした。水が抜かれ、
魚も前日までに他の池に移すなど準備がされた池の底
には約 2 m もの泥が堆積しており、漁業者を中心に
ポンプでの放水と合わせて、ジョレンなどの道具を使っ
た手作業で、丁寧に池や用水路の泥を流していました。
また、この日は近くの学習小学校、浦小学校の 3 年生
がかいぼりの取り組みを学ぶため、見学に訪れました。
池の傍には、前日までに獲れた池のコイ、フナなどが
水槽に入れられており、網ですくったりして楽しみな
がら学んでもらえたようです。

森 正安氏（JF 森）は「この地区から始まった協働
によるかいぼりが島内に広がっていることは嬉しいこ
と。今年は 2 つの池で、かいぼりにより多くのウナギ
が確認された。海と山を繋げる取り組みとして、ウナ
ギが遡上しやすい形状の
余口（よくち：洪水吐の
意）にするなど、ため池
をもっと有効に活用する
ことできれば」と話され
ました。

かいぼりはこの後、洲
本市でも予定されている
ことに加え、学校教育の
場にも取り入れられるな
ど、淡路島全体の取り組
みとして大きく発展しつ
つあり、今後の活動に期
待が集まっています。

（右から順に）平井副会長、エルミーニョ会長、
リカルド社長（神戸プレジールにて）

地元小学生がかいぼり作業を見学

用水路では、池からの泥を流し
つつ、魚を救出！

2mもの泥が堆積していました
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景品表示法では…

うそや大げさな表示など
消費者をだますような表示を禁止しています

品質や価格等は消費者が商品・サービスを選ぶ基準であり、その表示は正し
く、わかりやすいことが大前提です。ところが、新聞にも大きく報道されたよう
に、商品やサービスについて、実際よりも優良や有利に見せかけた表示が行われ
ると、適切な商品やサービスの選択が妨げられてしまいます。

このため、景品表示法では、消費者に誤認されるような不当な表示を禁止し
ています！

優良誤認、有利誤認の他に、特定の商品・サービスについて、消費者に誤認
されるおそれがあるとして、内閣総理大臣が特に指定（告示）し、禁止されてい
る不当表示で次の6種類が指定されています。

●無果汁の清涼飲料水等についての不当な表示 ●不動産のおとり広告に関する不当な表示
●商品の原産国に関する不当な表示 ●おとり広告に関する不当な表示
●消費者信用の融資費用に関する不当な表示 ●有料老人ホームに関する不当な表示

● 消費者庁表示対策課指導係　03－3507－8800（代）
● 兵庫県立健康生活科学研究所生活科学総合センター指導課　078－302－4003
　 詳しい内容はこちら→http://web.pref.hyogo.lg.jp/kf13/keihyouhou.html

「100％果汁」と表示したジュースの果汁成
分が、実際には60％だった。

荷物の運送料金について「今なら半額」と
表示していたが、実際には常に同じ価格
だった。

国産有名ブランド牛の肉であるかのような表
示だったが、実際にはブランド牛ではなかった。

地域で一番の安さとチラシで表示していた
が、実際は周辺の価格調査をしておらず、
根拠がないものだった。

【優良誤認を招く不当表示例】

【有利誤認を招く不当表示例】

実は果汁60％…

いつもこの

値段だけど…

ほんとは国産有名

ブランド牛じゃない

隣の店の方が

安いけど？

100％果汁

今なら半額！

有名ブランド牛

地域で
1番安い店

問合せ先
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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庫
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県
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館
　
ぼ
た
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12
月
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㈭
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日
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兵
庫
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「
協
同
組
合
の
源
流
を
さ
ぐ
る
旅
」

	

（
千
葉
・
東
京
）

編
集
後
記

友
人
と
ラ
イ
ブ
を
観
に
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
ま
で

行
く
こ
と
に
。
そ
の
後
、
翌
日
仕
事
の
あ
る
友

人
を
見
送
り
一
泊
し
て
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の

名
古
屋
の
街
を
一
人
旅
。「
味
噌
カ
ツ
」「
名
古

屋
コ
ー
チ
ン
」「
味
噌
煮
込
み
う
ど
ん
」「
手
羽

先
」「
う
い
ろ
う
」「
シ
ロ
ノ
ワ
ー
ル
」
…
と
食

べ
歩
き
、お
腹
の
方
も
す
っ
か
り“
名
古
屋
満
喫
”

♪
。
今
ま
で
訪
れ
る
機
会
が
な
く
、
神
戸
か
ら

こ
ん
な
に
近
い
の
も
新
発
見
で
し
た
。
ま
だ
ま

だ
自
分
の
足
で
散
策
で
き
る
街
は
た
く
さ
ん
あ

り
そ
う
。
寒
い
季
節
も
元
気
に
出
掛
け
た
い
で

す
。
次
に
名
古
屋
を
訪
れ
る
と
き
は
、ぜ
ひ
「
モ

ー
ニ
ン
グ
」
と
「
特
大
エ
ビ
フ
ラ
イ
」
で
！

☆
来
年
も
、「
兵
協
連
だ
よ
り
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
、
よ
い
お
年

を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。	

（
中
尾
）

第9回「初級経理学校」のご案内

第12回「税務・経理講習会」のご案内

経理担当者の初歩からの人材育成をめざして、生協簿記の基礎知識から決算関係書類
作成までをていねいに指導します。
日　程：1月16日㈭、17日㈮、21日㈫、22日㈬、23日㈭
会　場：兵庫県民会館ほか　　受講料：お一人　2万円
講　師：三宅 充氏（MMコンサルティング代表）
カリキュラム （1）生協簿記の基礎知識 ＊講義・演習・練習の繰返し　（2）取引と仕訳　　（3）主な勘定科目の説明
 （4）決算手続き・試算表の作成・精算表の作成　（5）貸借対照表と損益計算書・剰余金処分案の作成

税務経理の諸問題等についての合同の講習会とクラス別の講習で、生協の税務と経理の実務について学びます。
今回は、改正消費税と特別措置法の概要の解説も行います。
日　時：1日目：2月18日㈫ 9時30分〜18時、2日目：2月19日㈬ 9時30分〜18時
会　場：兵庫県民会館　　受講料：会員生協：無料／関連子会社：お一人　5,000円　＊ただし、昼食代・テキスト代は実費を徴収します。

講　師：江藤 俊哉氏（税理士）、三宅 充氏（MMコンサルティング代表）
　　　　宮田 正樹氏（西宮市職員生活協同組合 統括部長）、山下 信孝氏（生活協同組合コープこうべ 経理部統括）
クラス別講習内容：（1）初級クラス（定員20名）
　　　　　　　　　・内容：①税務・経理・財務管理の基本　②簡単な設例に基づく税務申告書の書き方の手ほどき。
　　　　　　　（2）中上級・関連子会社（株式会社）クラス（定員20名）
　　　　　　　　　・内容：①改正消費税の申告書の作成　②設例に基づく法人税申告書の作成（演習含む）
　　　　　　　　　　　　　③上級者用設例による解説

経理の重要性が増すなか、兵庫県生協連では「初級経理学校」「税務・経理講習会」を
独自で開催しています。2014年開催の日程が決まりましたので、ご案内いたします。

参加申し込み・お問い合わせ：兵庫県生協連　TEL. 078-391-8634

〜ひょうご安全の日のつどい〜

1.17ひょうごメモリアルウォーク2014
〜東日本大震災被災地の復興を応援します〜

震災時を思い起こしながら、緊急時の避難路、救援路を歩き、
防災意識を新たにするとともに、ゴールとなる HAT 神戸・
なぎさ公園で開催される「1.17のつどい」に参加しませんか。

開催日：2014年1月17日㈮
参加費：無料（事前申込要）

●事前参加申し込み・お問い合わせ
ひょうご安全の日推進県民会議 事務局
〒650-8567 神戸市中央区下山手通5-10-1（兵庫県復興支援課内）
TEL：078-362-9984　 FAX：078-362-4459、9876
＊ 電話でのお問い合わせ時間……9：00〜17：30 12/29〜1/3、土日祝は除く。 主催：ひょうご安全の日推進県民会議

コース名 スタート会場 スタート時間
東15kmコース 西宮市役所（西宮市六湛寺町） 午前  8：00
東10kmコース 芦屋市川西運動場（芦屋市川西町） 午前  8：30
東  2kmコース 王子公園（神戸市灘区） 午前11：00
西15kmコース 須磨海浜公園（神戸市須磨区） 午前  8：00
西10kmコース 県立文化体育館（神戸市長田区） 午前  8：30
西  5kmコース 神戸市立中央体育館（神戸市中央区） 午前10：00

このほか、事業所・学校などの単位で、災害時帰宅困難者の徒歩帰宅
訓練を目的として実施する「帰宅訓練ウォーク」もあります。
＊ 当日開催の有無は、ひょうご安全の日公式サイトほか、電話案内（0180-

991-546）でもお知らせします。

阪神・淡路大震災
19周年

●●●ウォークコース●●●
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